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2007 年  08 月  01 日  

熊野の旅 熊野市立小阪小学校 1  

 『飛鳥小学校』から川を下ること 2Km あまりの所に『小阪小学校』があります。 
 ここもコンクリートの校舎です。 
 全国の小学校が百周年を迎える頃にこの学校も百周年を迎えました。当然のように

記念碑も立っています。そして、『百周年記念行事』と『百周年記念事業』が行われ

ました。 
 その当時はまだ戦後すぐに建てた木造校舎でした。 
 大又の学校のように立派な木を使ったものではありません。そして、当然のように

隙間風の入る校舎でした。 
 校舎を建てるときも寄付が集められたのですが、百年記念と言うことで集落全戸を

はじめ、他所にいる卒業生からも寄付が集められました。これも、全国どこででも見

られた図式です。 
 この資金で校舎の窓を全部アルミサッシに替えました。これも良くあったものです。 
 ここからが一寸恥ずかしい話になります。 
 窓がサッシに替わってみんなが喜んだのもつかの間… 
 と言うと、「災害」か「談合」かと想像されるでしょうが、そうではないのです。 
 『校舎の建て替え』が決まったのです。 
 はめたばかりのサッシも他に流用できるものではなし…スクラップになり、新しい

校舎が… 
 これにはさすがに地元の人も怒るのを通り越してあきれたものです。 
 さほど豊かでない…全国的に見れば貧しい方の田舎…まさに『浄財』を捨てたので

す。 
 私のここの OB なのでほんの少しだけ寄付しました。そのお金はサッシ代に使われ

たのか記念碑代に使われたのかは知りませんがね… 
 まあ、それでも、木造校舎が消え、白い立派な校舎が出来ました。 

 
この校門のすぐ内側には大きな桜の木があったのですが、今は若い桜に換わってい



ます。 
 昔、校庭の桜が咲くと花びらを糸に通してネックレスにするなんて女の子のような

こともした記憶があります。やたらと実をつける桜の木だったので、熟して黒くなっ

て落ちてきたのを『サクランボだ！』といって拾って食べたのですが、まずかったの

も覚えています。 
 校舎は無し…桜も代替わり… 
 久々に母校に行ってもあまり懐かしくないのは寂しいものですね。 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ            by je2luz | 2007-08-01 11:14 

 

 

 

 

2007 年  08 月  02 日  

熊野の旅 熊野市立小阪小学校 2  

 小阪小学校には屋内運動場がありませんでした。 
 昔の学校では講堂はあっても体育館が無い所が多かったものです。木造で建てると

今のように集成材とかが無いので大きな空間は作りにくかったこともあるのでしょ

うね。 
 ここの学校の敷地は隣に中学校があり、裏には深い谷川が流れる、狭い三角の土地

にはめ込まれて拡張できないものでした。そこに屋内運動場をはめ込むとなると、隣

接する民家一軒の買収が必要でした。 
 この家は、小阪小学校に通ったもう「年寄り」と呼ばれる年代の人には懐かしい文

房具屋さん『相谷商店』があったのです。この店もその頃には息子さんもよそに出ら

れてしまい空家になっていました。 
 息子さんに譲っていただけるようにお願いしたのですが、ここを手放すと言うこと

は、生まれ育った熊野・飛鳥と縁が切れてしまうということです。おまけに、田舎の

土地ですから買収価格も他所で家を買うのの足しにもならない金額です。本当に気の

毒な話でした。 
 私の二級下、中学では同じバスケット部にいた子でしたから、会いに出かけていっ

たら、有力者の話では無理だろうと言うことでしたが、譲ってくれました。 
 こんなことは人と人のつながりですね。 
 地上げ屋のように札束でひっぱたくようなことが出来ない田舎の事業は今でも『誰

が頼むか』が成否を分けることが多いです。昔なら有力者が言えば泣く泣く聞く事も

あったのですが今はそんな時代ではないですからね。頭を下げるとかの問題以前の所

があります。 
 こうして、無事に屋内運動場が出来たのですが・・・ 
 この新築事業で、校舎の裏側に渡り廊下でつながれて残っていた、『木造の講堂』

が取り壊されてしまいました。 
 こうして、この学校から多くの人の思い出が消えました。その横にあった三軒の教

員住宅も消えました。 



 
 この道路は改修前には国道４２号線でした。飛鳥の中心。目抜き通りでした。突き

当たりに駄菓子屋さん、右側は食品店で古くは豆腐を作っていました。カメラの後は

酒屋さん、そして自転車屋さん、電気屋さん、農協、郵便局、バス停… 
 今でも農協、電気屋さんは残っていますが・・・ 
Tags:熊野市 国道４２号線 モノクロ        by je2luz | 2007-08-02 12:2 

 

 

 

2007 年  08 月  03 日  

熊野の旅 あと二週間  熊野大花火大会   

 台風も直撃無しで済みました。 
 夏台風らしくなくまるで足踏みもしないで北上し、首を振るのもうんと北に行って

から… 

 



 日本列島も「ひょっこりひょうたん島」のように、ぷかりぷかりと南に流れたのか

な？ 
 下の写真は一昨日、浜の入り口で撮影したものです。 
 毎年繰り返される光景で、７月のうちに浜にはビニールテープの四角い模様が出来

始めます。そして、８月に入るとそれを歩き回って外す土木作業員と浜をならすブル

ドーザー… 

 
 月の表面や火星の表面を売る不動産屋が昔からありますが、ここの浜もこうして切

り取り合戦が昔から繰り返されてきました。 
 昔は、花火大会も今のようにやたらあちこちで行われるものではなかったし、娯楽

も少なかったので、『木本の花火』は大変な賑わいでした。今のようにつるべ打ちに

打ち上げるのではなく、非常にのんびりしたもので、終了も夜中０時を廻るくらいで

した。それでも、大変な人出でしたね。 
 近年は車ばかり混雑して本当の人の賑わいは減ったような気もします。 
 台風も終わったし、波も静かになりつつあります。 そろそろ、又、浜はビニール

テープの升目模様が出来始めるのでしょうね。 
 撤去されるのが分かっているはずなのにテープを張る…これを撤去するのに作業

員が何人も歩き回って…ただじゃないんですよねえ… 
 終了時の浜の掃除はいまだに『天理教』の奉仕団を中心にその晩のうちに出来てし

まいますが、これもテープを引っ張りまわした人はほとんどしないのですよね。 
 今は私も花火の協賛金を出さないで特等席の我が家のベランダで見せてもらうの

ですから、せめてゴミくらいは出さないようにしないと… 
 終わって浜から回収されて出口に積み上げられるゴミの山はものすごいものです

よ。 
 熊野市の人口の数倍の人がゴミを捨てて行くのですからね。 
 本当はお家までゴミは持ち帰って欲しいのですが、そこまでは言いません。せめて、

浜から出た国道の脇まででも持ってきてください。 
 熊野の花火大会だけではなく、どこのイベントでも同じことです。お願いいたしま

す。 
Tags:熊野市 熊野大花火 国道４２号線    by je2luz | 2007-08-03 12:46  

 

 

 

 

 

 

2007 年  08 月  04 日  

熊野の旅 ゲートボール  

 私が小阪小学校の写真を撮りに行った日、運動場では『ゲートボールが行われてい

ました。 
 小阪地区のお年寄りが集まって遊んでいました。 



 このゲートボールと言うものは、もうずいぶん昔になりますが全国的にブームにな

った遊び？スポーツ？です。 
 熊野市にも２０年以上前に紹介されました。 
 市の福祉課の人が中心になって、老人の健康増進や娯楽のために自分たちが覚えて

きて、市内各地に教えて廻りました。初期には試合の審判も休日返上でやっていた時

代もあります。 

 
 どこでもそうですが、『ゲートボール』＝『年寄りのスポーツ』という概念が出来

上がってしまったのも、こうしたいきさつもあるのでしょうね。 
 ブームに火がついてからは、各地域でゲートボール場作りの要求が行政に一杯出さ

れました。 

 
 休耕田だらけなので自分たちで埋め立ててならした所もあります。土だけ行政から

もらってあとは自分たちでやった所もあります。そして、何もかもおんぶに抱っこの

所もあります。極めつけは屋根付きゲートボール場から屋内ゲートボール場なんての

まであります。 



 旧熊野市には屋根付きはもちろん屋内ゲートボール場なんて贅沢な物はありませ

ん。旧紀和町には屋根つきの立派な物があります。おそらくこれは国の補助事業でし

ょうね。きちんと公衆トイレも完備したものです。 

 
 こうして、集落ごとに出来たゲートボール場ですが、近年は草が生えてしまった所

も出てきました。原因は、新しいく始める人が少なかったと言うこともあります。 
 何の団体でもそうですが、古い人が引退、卒業してゆくシステムが無いと新しい人

は参加してきにくいものです。文化団体や婦人会なども、この特定グループのボス化

によって一時期は隆盛を極めても、新しい血が入らなくなって衰えてゆくのです。 
 老人向けといわれるスポーツなので病気になるかこの世から消えるかするまで引

退の無い競技です。それがよい所ですが、新しく年寄りになった人はよほど人懐っこ

いかメンバー不足で頼まれるかしないとその団体には入りません。 
 もうひとつ…新しくお年寄りになった人は、自分はまだ若いつもりですから、『ゲ

ートボールなんか…』と思っていることが多いです。むかし、ゲートボールが盛んだ

った頃に競技していた中心選手は私より若いくらいだったものですが、私はまだまだ

ゲートボールをやる年じゃないと思っています。かと言って、さすがに草野球は出来

ないと思いますがね。 

 
 この小阪小学校の運動場でゲートボールに興じている人たちは、私がこの運動場で

遊んでいた時代に小阪青年団の中心に居た人たちです。 
 その人たちが今でも小阪地区を担っています。担っているというより、この世代か

ら下になると地元に残った人が少ないのです。そして、他所で引退しても帰ってきた

のはほんの数人だけです。 

 
 そうなんです。 
 新規加入が無かっただけではなく、最早、新規加入する人も居なくなってきている

のです。 
 小阪小学校の私の同級生は１８人、そのうち小阪に居るのは一人だけです。私も小

阪を離れ木本に住んでいますから、もしゲートボールをするにしても木本でですから

ね。 
 こうして、ゲートボールすら出来ない時代が近づいています。 
 全国の田舎に共通したことですがね。 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ                by je2luz | 2007-08-04 10:56  

 

 

 

 

 

 



2007 年  08 月  05 日  

熊野の旅 熊野市立飛鳥中学校  

 中学校と言うものは小学校に比べると新しいものが多いです。それというのも、学

制が変更されて『中学』に全員進学するようになったのは戦後のことだからです。 
 『小学』は形を変えても初等教育としての地位は変わらなかったのに対し、旧制中

学は高等教育に当たる感じなので、戦後の学制改革で『高校』になっていった物がほ

とんどです。新制中学は高等小学校とかの建物を一部利用したりして、新たに建てら

れた物が多いようです。 

 
 飛鳥中学校は小阪小学校をぴったりくっついてあります。 
 国道４２号線が体育館とグランドのすぐ脇を通っています。 
 ここは私の母校です。私が居た頃は木造校舎が二棟並んでいました。 
 高等小学校が使っていたらしい古い校舎と戦後に建てられた新しい校舎が段差の

ある敷地に急傾斜の渡りローカで結ばれていました。 
 当時の生徒数は一学年８０人ほどだったと思います。Ａ・Ｂ二クラスありました。

今は一学年１０人ほどではないかと思います。 
 生徒数が減少してくると中学では『クラブ』の存続が出来なくなります。 
 私はバスケット部に所属して三年間バスケットに明け暮れしました。 
 男子はバスケットか軟式テニス、女子はソフトかバレーでした。二クラスくらいの

学校だとこれだけのクラブで精一杯と言った感じでした。 
 野球部が無かったのでバスケットに居ましたが野球部があれば間違いなく野球部

にいたでしょうね。 当時の野球人気はものすごかったですからね。 
 私が入学した時のバスケットのゴールは、今では個人の庭にしかないような一本の

柱の上に、バックボードとリングを取り付けたものでした。これは想像以上に怖いも

のです。まさに、『激突』と言ったらよいようなぶつかり方をするのです。今なら、

すぐに訴訟の対称になるでしょうね。 
 折りしも、戦後の復興が進んできた時代なので、今式の突き出したもので、移動で

きるものに変えてもらえました。 



 重石はしてあったのですが、何せ悪がきの多い時代なので、登るなと言っても登り、

何度もひっくり返しました。昔の子は飛ぶとか落ちることに慣れていたので怪我をし

たやつも居ませんでしたね。捻挫くらいはあったでしょうが、軽い捻挫は怪我のうち

に入りませんでしたね。 
 もちろん、この写真にあるものは私の時代からのものではありません。 
 物の無かった時代でも、ゴールのネットはきちんと直してあった物ですが、今では

物があるのに切れたままのが見かけられます。 
 ボールは蹴っ飛ばすし…ボールに腰をかけるし… 
 昔の根性至上主義の練習が良いとは思いませんが、マナーとか道具を大事にすると

言うことは教えて欲しいものですね。それも無しの運動部って何なんでしょうね。だ

から、同じクラブ員同士で人間をも大事に出来なくなるのかもしれませんね。 

 
                      by je2luz | 2007-08-05 10:31  

 

 

 

 

2007 年  08 月  06 日  

熊野の旅 熊野市立飛鳥中学校 体育館  

 国道４２号線を走ってくると、熊野市飛鳥町地内で学校のすぐそばを通ります。 
 道のそばにアーチ型の屋根の掛かった、小さな体育館があります。それが飛鳥中学

校体育館です。 

 
 昭和３３年（1958）に完成した市内でも古いほうの体育館です。 
 当時としてはモダンな体育館でしたが、中学の体育館としては手狭な物です。 
 今は『体育館』と呼ばず『屋内運動場』と呼ぶ向きもあるようですね。役所ではそ

う読んでいるように思います。 



 舞台を備えた講堂兼用のものです。いまだと、床面積を増やすのに巻き上げ式の舞

台を装備するのですが、この時代にはそんなものはありません。 

 
 困ったことにこの体育館は床下の換気が悪く、床が腐りよいのです。床が非常に低

いのです。これはこの体育館だけではなく、普通の住宅でも今のものに比べると床が

低いのです。従って、根太など腐りよくなります。 
 藁に悪いことに、国道４２号線の改修で道路が体育館に隣接し、裏の谷川が本流の

大又川に合流する地点に出来たことで、実質的に出口が狭められたらしく、豪雨の時

にはあふれ出すようになったそうです。あふれた水が床下に入り込むので余計に床が

痛むようです。 

  
これに関しては国土省には調査依頼もしていないようです。 

 折りしも、洪水が噴出した部分の床の修理をしていました。二十年ほど前に張り替

えた床も、かなり痛んでいました。 
 しかし…今はこうした小振りの体育館は補助対象外なのです。この当時は生徒数が

２５０人ほど居てもこれで大きすぎる規格だったのに、いまだと、生徒数が５０人を

切るようでも大きなものを建てなくてはならないのです。確かに『屋内運動場』です

から、バスケットコートがゆったり取れなくては…バレーボールの二面やそこらは取

れなくては…たとえ、クラブが存続できなくても…と言うのも理屈としては成り立ち

ますがね。 
 この飛鳥中学校の敷地には今式の体育館の納まるスペースはありませんね。 
 生徒数２０人ほどの小阪小学校の新しい屋内運動場が隣にあるのですが…管理だ

とかなんだとか厄介なのが役所なんです。そのうちに相互乗り入れになるでしょうが

ね。 

 
Tags:熊野市 大又川 モノクロ      by je2luz | 2007-08-06 11:02 

 

 2010 年 4 月からは小坂小学校の屋内運動場も明日か中学が使うようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
2007 年  08 月  07 日  

熊野の旅 響鼓 in 熊野 2007  

 この前の日曜日８月５日に今では恒例になった太鼓のイベントが行われました。 
 タイトルは『響鼓 in 熊野 2007』だったと思います。響鼓は「きょうこ」と読むの

だそうです。 
 これは紀伊半島一円の太鼓を呼び集めて、熊野市のメインストリートの記念通りを



交通止めにした会場で演奏しようと言うものです。 
 スタートは記念通り商店街の活性化イベントとして商店主たちが主体で動き出し

たように思いますが、今では別の組織が運営している感じです。 
 和太鼓も廃れかけていたのですが、何時ごろからかブームになってチームが全国

津々浦々に一杯できましたね。その割りに出番が少ないのもあり、こうしたイベント

には積極的に参加してくれるようです。 
 去年のこのページではこの中では異色のアフリカ太鼓を載せましたが、今年は和太

鼓だけということらしく地元のバンドなのですがお呼びが掛からなかったようです。 
 結構大掛かりな舞台を組み、大層な音響設備をセットしての演奏です。 
 太鼓の演奏にあんな音響装置が居るのかなあ…とも思います。広い会場でもなく… 
 私は和太鼓だけの演奏はあまり好きじゃないのでまじめに聞かないですから、あま

り舞台には近づきません。何時間も聞くものじゃないと思っていますからね。 
 以前に東京ドームで旧通産省の主催で行われた「全国物産展」の時、全国選りすぐ

りの太鼓がスタンドで演奏されていました。二日間、朝から閉店までずっとあのドー

ムの中で太鼓を叩かれたので、余計に嫌いになった面もあります。 

 
 太鼓のイベントなので舞台の写真も撮らないと…と、舞台の方に行くと、折りしも

ご近所の魚屋さんが居る地元のチームの演奏でしたから、それを撮ってみました。 
 テレビカメラも座っているので撮影がしにくいです。どうせカットして編集するの

でしょうからこちらの姿が入っても構わないのでしょうがやりにくいですね。 
 太鼓の演奏も午後２時過ぎから夜の８時ごろまでと長丁場です。昼間の舞台を受け

持つグループは寒冷紗が貼ってあるとは言え、炎天下ですからそれこそ汗まみれです。

それに、昼間は人出も少なくて演奏を聴いているのが５０人ほどと寂しいものです。

きてくれたチームに気の毒なような風景です。しかし、この日でもうだるような晴天

下の路上にコンテナを並べた観客席での鑑賞はよほど好きでないと出来ない苦行で

す。 



 

 いつもながら…こうしたイベントがその商店街の『活性化』につながるのか… 
 商店主の結束を強める形の手作り時代は別として、ほとんど手を離れ、路上には商

店街とは関係ない露店が並びます。 
 もっとも、この記念通り商店街も商店が減ってしまい、近郷からここへ買い物に来

る意味があまり無くなっているので。活性化は難しいのですが・・・ 
 『イベントのためのイベント』が多いような気もします。 
カメラは センチュリー・グラフィック レンズはスーパー・トプコール６５mm 
Tags:熊野市 モノクロ          by je2luz | 2007-08-07 08:43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
2007 年  08 月  08 日  

熊野の旅 響鼓 in 熊野 2007 2  

 『響鼓 in 熊野』は８月第一週の日曜日と言うことで、まさに盛夏のイベントです。 
 この時期のイベントは大体において夜のものが多いのですが、これは午後二時開演

というものです。終演は夜９時近くになるということで、イベント用の移動発電機付

き照明機も一杯用意されています。街中で電気のある所ですが大型照明の電気を簡単

にもらうことが出来ないからこうしたリース屋さんの資材が活躍するのです。 



 見る人が見れば、こうした資材だけでこのイベントの性格が分かるのではないかと

思います。 

 

 
 こうして設営した会場には玄人さんから素人までさまざまな露天が店を出して客

を待ちます。 
 折りしも快晴に恵まれた？ので『うだるような』路上でした。 
 こんな時は『水物』が飛ぶように売れるのですが… 
 あまりにも暑いので人出が無くて… 
 舞台から一番遠いあたりに子供向けの店が数軒固まっていました。その一角には開

店してしばらくすると子供の姿が見えるようになりました。 

 



 
 店にとっては親つきの子供は見込み客ですが、走り回る『ガキ』は見込み客にはな

りません。 
 午後四時ごろになっても中々こうした親子連れが増えてきません。 
 よく考えると、木本小学校の児童数は一学年２０名ほどです。親子連れで来る年齢

はせいぜい 7・8 年でしょう。保育所年齢となると１０人ほどですから…全部そろっ

ても１５０人居ないってことです。井戸小学校校区から来るとうんと増えますがね。 
 このくらいの年齢までの子供が居るときは親もこうしてついて出てきます。イベン

トがさほど好きでなくても一緒に歩き回りますね。家庭サービスの一環ですから… 
 子供が大きくなってしまうと、『人が三人集まれば覗きたくなる人』、『ビヤガーデ

ンなどあればとにかく飲みたい人』、『イベントに動員された人』それと『毎年でも太

鼓を聴きたい人』しかこうした場所には足を運ばなくなってきます。 
 かく言う私も、写真を数枚撮るという目的がなれがうだるような暑さの中、出掛け

はしませんね。 
 『暑さに負けずにがっばって活性化を！』の掛け声は聞こえてきますが・・・ 
カメラは センチュリー・グラフィック レンズはスーパー・トプコール６５mm 
Tags:熊野市 モノクロ クラシックカメラ        by je2luz | 2007-08-08 10:31 

 

 

 

 

 

2007 年  08 月  09 日  

熊野の旅 響鼓 in 熊野 2007 おばやん  

 『大阪のおばちゃん』のパワーがすっかり有名になっていますが、このパワーはこ

の辺でも見られます。 
 『おばちゃん』、『おばはん』、『おばさん』…呼び方も色々ですね。 
 この辺では『ちゃん』の代わりに『やん』を使うことがあります。 
 『せいちゃん』が『せーやん』になるのです。それしきで、中年のご婦人のことを



『おばやん』と呼びます。 

 
 この写真の人たちが、『おばやん』ですね。 
 『響鼓 in 熊野』などのイベントでも、地元のおばやんたちが所属した団体ごとに

資金稼ぎの出店をしています。 
 この『おばやん』たちは顔も広いし、知っている人はもちろん、知らない人にでも

どんどん声掛けします。当然売り上げも増えます。そのパワーは、とてもアルバイト

の若い子が太刀打ちできるものではありません。 

 
 この写真を撮ったとき・・・ 

 
 A 『にいさん！ わしらも撮ってくれんかえ！』 
 私 『撮ったらインターネットに載せるぜ』 
 A 『インターネットに載せてくれるんかえ』 
 私 『修正せんとそのままの顔ででるで』 
 A 『これ・・・あんた等も撮ってもらおれえ・・・』、と周りを引っ張り込みます。 
      私が古い小さな一眼レフで撮ろうとすると・・・ 
 B 『そんなちっちゃいのかえ？』 
 A 『にいさん、さっきあっちで使うとったでかいので撮らな・・・別嬪の顔がわ

からんがえ』 
 私 『これかえ？』 
   と、トランクからでかいセンチュリー・グラフィックを取り出して撮ったのが

この一枚です。 
 A 『花婿募集中って書いといての！』 
 ・・・・と、いった具合です。 

 
 昔の『おばやん』より今のおばやんの方が年齢幅が広くなったようです。 
 その分、このおばやんに頼らなくてはならない部分が大きくなっているようです。 



 あと少しするとこの木本では『おばやん』と『ばあちゃん』しか居なくなるのです

から・・・ 
 『おばやん』に見放されたらイベントもますます盛り上がらなくなりそうです。 

 
カメラは センチュリー・グラフィック レンズはスーパー・トプコール６５mm 
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ        by je2luz | 2007-08-09  

 

 

 

 

年  08 月  10 日  

熊野の旅 海難事故か？  

 先ほどから海上保安庁のヘリらしきものが、我が家の目の前の海域の狭い範囲を旋

回しています。 

 

 
 これは今玄関先から撮った物で、堤防に作られかけた花火の桟敷の陰に隠れるくら



いの低空を旋回しています。海面から数重目＾撮るの高さですから、広域捜査ではな

いですね。 
 そんなに波があるわけではないのに・・・ 
 この前の七里御浜での近年はなかったのですがね。 

 
 二階から見ると、いま、海上保安庁の巡視艇も全速力でやってきました。 
 個人的な事故らしく広報での放送などもなく、堤防の上の桟敷作りの職人さんたち

も手を止めることなく作業しています。 
 ここの海は波打ち際すぐから、落ち込んで深くなるので沈むと上空からでも発見で

きないでしょうね。 
 私の世代はこの沖で泳いでいたのですが、波打ち際から離れるとすぐに、足の下は

黒っぽい海で底は見えませんでした。 
 海とは足がつかないもの、流されるもの、と、私たちは思っています。泳ぐのもふ

ざけてではなく真剣に命がけで泳ぐものでした。 

 
 次に今月も市報からの抜粋を載せます。 

 
 人口  21.243  （-28） 
  男    9.905  （-11） 
  女   11.338  （-17） 
 世帯数 10.235  （-12）     7 月 1 日現在 

 
 お誕生   9 人 
 お悔やみ 25 人            6 月 11 日～7 月 10 日 

 
 今月も相変わらず・・・よりは悪化しているようです。 
 まあ、お悔やみの中身では一番若い人でも 65 歳でした。若い死者がないだけまし

でしょうか・・・ 
 寿命の延びが頭打ちになり、そろそろ、本格的に在庫が減り始めています。 
 日本全国この傾向は顕著に出てくるでしょうね。そして、老齢化が進むと言ったこ

とではなく、人口減少が進みだすのです。 

 
Tags:熊野市 国道４２号線            by je2luz | 2007-08-10 10:35 

 

 

 

 

2007 年  08 月  11 日  

熊野の旅 洋館建て 飛鳥町小阪 診療所跡  

 大正から昭和に初期にかけて日本では田舎にも西洋風の建物がポツポツと建つよ

うになりました。これを『洋館建て』と呼んでいました。 
 今の家は『純和風』のものを除くと、洋風とも和風ともつかないものが多いですが、



この昔の洋館建てには独特の雰囲気があります。 
 熊野では、獅子岩のすぐ脇に『観海荘』というホテルがあり、それは洋館建てのホ

テルでした。私が子供の頃にもなんだか古びた感じで不気味な物でしたが、木下恵介

監督とやらが映画を撮ったとか言われています。この建物は残念ながら昭和 30 年代

終わりごろでしたか火災で焼失してしまいました。 
 古い洋館建てなどというものは決して住みよいものではないので、老朽化するとど

んどん壊されてしまい、今では文化財指定とかされたもの以外はあまり残っていませ

んね。 
 そうした、洋館の一つが飛鳥町小阪に残っています。 
 当初は地元で一番大きかった家の主人が愛人のために建てたのだそうです。 
 私が子供の頃には『診療所』になっていましたので、何度かその中に入ったことも

あります。 

 
 今は個人のお家になっていますので見物することは出来ません。 
 写真のように立派な建物なのですが、どういうわけか屋敷の中に建っていなくて、

旧国道 42 号線の通りに直接面しています。なんだか会社風、事務所風なのはこれを

建てる時にそういう風にカムフラージュしたのでしょうかね。 
 ド田舎ですから、全くごまかしが効かない所なのですが… 
 これを建てたのは我が家の総本家なのですが、分家の分家の分家ともなり、昔のこ

とは伝え聞いておりません。 
Tags:熊野市 モノクロ                by je2luz | 2007-08-11 10:10  


